



































































































































































































2003 2004 2005 2006 2007
中国 11,230 13,048 14,493 10,740 8,753
ロシア 7,745 9,425 7,471 6,752 4,844
グアテマラ 2,677 3,424 3,857 4,227 4,844
韓国 2,287 2,258 2,101 1,899 1,208
ウクライナ 2,052 2,021 1,705 1,031 1,611
コロンビア 1,750 1,741 1,434 1,595 1,597
インド 1,172 1,062 857 798 941
ハイチ 1,055 1,159 914 1,063 736
ブルガリア 962 378 125 96 87
ベトナム 935 483 1,190 1,364 1,692
カザフスタン 861 903 823 699 753
エチオピア 854 1,527 1,713 2,118 2,975
ベラルーシ 656 627 23 34 14











2006 2004 2001 1998
ノルウェー 9.1 9.6 15.4 15.9 14.6
スペイン 8.2 10.2 13.0 8.6 3.8
スウェーデン 8.8 9.7 12.3 11.8 10.5
デンマーク 7.9 8.3 9.8 9.8 11.8
アイルランド 9.1 7.4 9.8 9.3 3.3
オランダ 4.7 5.0 8.1 7.2 5.3
合衆国 6.4 6.8 7.8 7.6 5.8
フランス 5.1 6.5 6.8 6.7 6.4
カナダ 5.2 4.7 6.1 7.0 5.3
イタリア 5.8 5.4 5.9 4.8 3.9
ベルギー 3.4 3.7 4.5 4.2 4.8
オーストラリア 2.0 2.1 1.9 1.4 1.3
イギリス 0.6 0.6 0.6 0.5 0.4
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　ジョンは 2005 年に結婚した。妻は白人のスウェーデン人である。妻が不妊で一度 IVFを試みた

















　ジョン夫妻は 2005 年 9 月に中国へ養子縁組の申請書類を提出した。2007 年 5 月に養子になる子
どもが見つかったという報せが入り，同年 6月に中国へ渡航，17 日間滞在し子どもをひきとった。
女の子で 2005 年 9 月生まれだった。何故中国を選んだのだろうか。
はっきりしたことはもう覚えていないが，待機時間が短いとかコストが安いという理由から
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クが高いためである。2000 年に出会った彼女たちが，養子縁組を決意したのが 2002 年，最初の申
請書類が韓国に送られたのは 2003 年 10 月，しかし子どもが見つかったという連絡が入ったのは
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サンドラ夫婦は IVF（体外受精）を 4 回試みた。4 度目に妊娠したが流産し，養子をもらうことに











































サンドラ夫婦は IVF（体外受精）を 4 回試みた。4 度目に妊娠したが流産し，養子をもらうことに























　2002 年秋に地方自治体から養親候補者として認められた後 2003 年 1 月に南アフリカに書類が送




，2005 年の 3 月頃再び手続きを開始したの。
同じように南アフリカに申請して待ったのは 7ヶ月ほど。養親としてふさわしいかどうか調べ
るための面接は最初の申請時にもうやったから，今回は二度ほどしかソーシャルワーカーには























































































































































































































































　1969 年 8 月生まれのマークがスウェーデンに来たのは生後 16 ヶ月の 1970 年 12 月クリスマスシー






















































































































































































































































療の相互連関」（菅原和孝代表，2003 年 8 月～ 9 月），科学研究費補助金基盤研究 A1「新生殖医療に起因
する国境を越えた社会・文化的諸問題の実証的研究」（上杉富之代表，2007 年 8 ～ 9 月），科学研究費補助
金基盤研究（B）「新生殖技術の実用化に伴う親子・家族・婚姻関係の再編に関する国際比較」（上杉富之代表，





（ 1 ）――関係者の間では intercountry adoption とい
う語が使われているが，人類学や社会学では，今日
transnational adoption の語がよく使用されている。
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Transnational Adoptees Who Became Transnational Adoptive Parents：
Scandinavian Cases
DEGUCHI Akira
In this paper I describe five cases of transnational adoptees who became transnational adoptive 
parents in Sweden and Denmark. In theses countries transnational adoption has a history of more 
than 40 years, and has become the second most popular choice for infertile couples wishing to start 
a family. Some adoptees also became adoptive parents. For them nature （biological and genetic 
relations） is not an absolute criterion for defining the parent- child relationship. An adoptive child is as 
‘true’ a child for them as is any biological child.
Keywords: transnational adoption, Sweden, Denmark, identity,  biological parent-child relationship
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